産業新聞社　藤田様
質問事項と回答

Ｑ：上半期のまとめ
Ａ：上半期のＬＭＥアルミ相場を振り返ると、１－２月は中国の減産が話題だったが、実効性への懐疑的な見方から２２００㌦前後で方向感を欠いた。３月に入ると相場は軟調気味となる。鉄鋼・アルミへの輸入制限措置が発動するなど、貿易摩擦への警戒感が浮上したため。３月末時点でのＳＨＦＥのアルミ在庫は約９７万㌧と、減産が話題だった中国で高水準を記録する。ＬＭＥは一時２０００㌦を割り込んだ。ところが、４月に入ると急騰した。米国によるロシアへの追加制裁を受け２６００㌦を超えるなど、２０１１年以来の高値を付ける。 その後は２３００㌦前後でのもち合いが続いている。

Ｑ：下半期の展望

Ａ：非常に難しい。上半期もそうだったが、政治的な要素がＬＭＥ相場に与える影響が大きいため。特に、米国は１１月に中間選挙を控える。政治要因を除けば、アルミは基本的に上値重い展開を予想する。５月に経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）は、２０１８年の世界経済見通しを３・８％（３月時点では３・９％）に下方修正した。世界経済の回復が一服するのであれば、アルミ価格は上昇しづらくなるとみる。利上げペースの加速とともに進むドル高も重し。一方、ファンダメンタルズが改善するようなら、再度２５００㌦超えを試す展開もあり得る。例えば、ＬＭＥ在庫が１００万㌧を割る、４月のような明確な供給懸念が浮上するなどの材料で。ただし、需給タイトはＬＭＥよりプレミアムに反映されやすくなるかもしれない。

　Ｑ：今後の問屋業について（業界の今後）
　Ａ：リサイクル業が基本的に地産地消であることは変わらないと思う。地産の概念は今と変わるかもしれない。今まで○○市だった地産のくくりが、例えば東京や関東など大きなくくりになることは考えられる。スクラップ価格は地金次第にはなるが、品質の良いものであれば今より高い値が付き、そうでないものはさらに安くなる可能性が高い。スクラップがグローバル商品化したためで、世界同一賃金ではないが、新興国の安いスクラップに日本のスクラップが安値寄りするといった裁定取引が働きやすくなるとみる。事業承継は、若い人たちが儲かる事業や業界だと思えば、大きな問題にはならないのかもしれない。今の若い人たちの仕事に対するモチベーションは、お金によるところが非常に大きいように思える。業界の将来性についてだが、問屋の仕事そのものはあると思う。アルミ需要量は減っておらず、用途先は拡大している。一方、これまで中国に出ていた品物やマルチマテリアル化などから、さらに細かい選別をできるかどうかがカギとなる。
